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要　　　　　旨
                                   

　人の音楽的能力の発現は幼児期から小学校中学年期頃までである。学生の音楽能力に関する調査を実施してみると小

学校時代の音楽科授業の内容がほぼ分かってしまう。10歳頃くらいまでに音楽の基礎教育（リズム・メロディ・ハーモ

ニー等の鳴り響く音や音楽を即座に正確に把握し反応すること）をきちんと受けないと成人してからあらゆる音楽を楽

しむことができにくい。こうしたことから考えても日本の小学校音楽科授業は成功しているとは言い難い。高学年になっ

て，女子児童はまだしも男子児童の多くは小学校で行われている８教科のなかで「音楽科授業」をいちばん好いていな

い。高学年になっても男子児童・女子児童ともに音楽活動が楽しくなるような音楽科の授業を低学年から積み上げてい

かなければならない。

１．小学校音楽科授業の成果

　現在の日本の小学校音楽科の授業の成果１）を挙げて

みれば次のようになろうかと思う。

①　歌唱教材が何曲か歌えるようになる。ただし，階名

唱ではなく歌詞唱である。

②　１学年から鍵盤ハーモニカ，３学年からソプラノ・

リコーダーを楽器として使用するが，なぜか完璧に使

いこなせるようになる児童はごく稀で，小学校を卒業

するとどこかに消えていく。

③　何曲か鑑賞教材を使用して楽曲を鑑賞するが，あま

り印象に残らない。むしろ，運動会・給食時・下校時

のＢＧＭの方が印象に残っている。

　小学校６年生の児童に「８教科の好き具合」に関して

質問２）したことがある。筆者が調査した小学校の６年

生児童は音楽科の授業に関して次のように回答した。男

子児童は８教科中第８位。女子児童は８教科中第２位。

男子児童の多くは「音楽科授業」は好きではない。女子

児童は概ね好きである。

　なぜこうした事態に至るのかの推測は比較的簡単にで

きる。「音楽科の授業は児童の耳に届く音や音響を使っ

て実施されているが，男子児童の多くはそれらの意味を

理解していない」換言すれば，楽典等は殆ど理解できて

いない。ハ長調でも読める男子児童は少ない。リコーダー

にしても楽譜を用意しても殆ど役にたたない。誰か，リ

コーダーをきちんと演奏できる人（教師であっても児童

であっても）がいなければ，リコーダー演奏はできない。

よくできる人を真似ているだけである。

　Reveszの調査３）によれば，音楽的能力が発現した年

齢は表１のとおりである。
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　このことから考えると，小学校中学年頃までに実施し

た音楽科授業で培った音楽的能力がその人のその後の音

楽活動を左右することとなる。

　かつて，日本の小学校音楽科授業で，子どもの音楽的

能力の発現とか音楽能力を伸ばすことを目的として行わ

れた音楽科授業がある。山本弘４）の提唱した「ふしづ

くりの音楽教育」である。この音楽教育は大成功を収め

た。しかし，この教育が継続できにくい理由がひとつあ

る。それは，実施校の全教員の意識にずれが生じるから

である。理論的に正しい教育もそれを実施する教員の一

人にでも意識のすれが生じれば，学校あげての実践は成

功裏には導かれない。

２．学生に実施した音楽調査

　平成21年度後期，子ども学科の「音楽科教育法」にお

いて履修の学生に岐阜県小学校音楽部会基礎能力表作成

委員会編の「音楽基礎能力調査」５）（実音を使用して行う）

を実施した。

　現在の実音を使用しての「音楽基礎能力調査」は平成

10年度の学習指導要領に準拠して作成された次の７つの

項目を調査しようとしたものである。１．拍子，２．リ

ズムフレーズ，３．フレーズ，４．旋律の感じ，５．和

声・和音，６．旋律との響き，７．視唱・視奏記号。

　この「音楽基礎能力調査」が使い始められた昭和40年

代には，当時の学習指導要領に準拠した次の８項目によ

り構成されていた。１．フレーズ，２．調性，３．和音，４．

身体反応，５．旋律リズム，６．合奏リズム，７．メロ

ディ，８．演奏曲。

（１）　実音による高学年　音楽能力テストの内容

　この調査はＣＤに収録された実音を使用して行うもの

である。以下に録音されたナレーションや音楽を記して

みる。

　《高学年，音楽の調査を始めます》

　１番，曲を聴いて，何拍子の曲か聴き分けましょう。（静

かにねむれ）４拍子でしたね。四角の中に４と書き入れ

ましょう。このように，２拍子なら２，３拍子なら３，４

拍子なら４，６拍子なら６と四角の中に書き入れましょ

う。では，始めます。（①勇気一つを友にして　②緑の

ロンド　③口ぶえふいて　④ペールギュント「朝」　⑤

こきりこぶし）

　２番，次の曲は，どんな形で指揮をしたらよいでしょ

うか。よく聴いて２拍子ならア，３拍子ならイ，４拍子

ならウ，６拍子ならエというように，四角の中にア・イ・

ウ・エを書き入れましょう。では，始めます。（①故郷

の人々　②グリーングリーン　③ゆかいなゆめ　④いる

かの旅　⑤ゆかいに歩けば）

　３番，元の節を弾いた後で，その節の拍子を変えて弾

きます。よく聴いて何拍子に変わったかを聴き取りま

しょう。２拍子なら２，３拍子なら３，４拍子なら４，６

拍子なら６の数字で書き入れましょう。はじめに練習し

表１．音楽的能力が発現した年齢

年齢 ２歳以下 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

男子 18 28 30 18 37 26 15

女子 17 18 10 13 16 12 11

年齢 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳

男子 19 16 30 3 16 9 8

女子 12 13 20 1 7 2 2

年齢 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳以上 合計

男子 2 3 2 0 1 3 191

女子 1 1 0 1 0 0 109

表２．高学年音楽能力テストの構成

リ ズ ム

拍 子
１番　５問

２番　５問

リズムフレーズ
３番　５問

４番　５問

旋 律

フ レ ー ズ
５番　５問

６番　５問

旋 律 の 感 じ
７番　５問

８番　５問

和 声

和 声・ 和 音
９番　５問

10番　５問

旋律との響き
11番　５問

12番　５問

視唱奏記号 視唱・視奏記号
13番　５問

14番　５問
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てみましょう。

元の譜「山の朝」

と

　２拍子に変わりましたね。２と書き入れましょう。で

は，始めます。

（曲名　口ぶえふいて　①　　　　　　　　　　　　　

　②　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　　

　④　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　）

　４番，曲を２回ずつ弾きます。２回目の演奏が１回目

より速いと感じたら○，遅いと感じたら×，変わらない

と感じたら△を書きましょう。練習してみましょう。〈林

の朝　　＝108　　　＝92〉２回目の演奏は，１回目の

演奏より遅くなっていましたね。×を書き入れましょう。

では，始めます。（①口ぶえふいて　②星の世界　③エー

デルワイス　④創作曲　⑤ねんねしなされ）

　５番，これから弾く曲を聴いて，フレーズごとに似た

節，違う節を聞き取りましょう。４フレーズの曲「春の

小川」で練習してみます。第１フレーズ（演奏）これは，

元の節ですからａと書いてあります。第２フレーズ（演

奏）これは，元の節と似ていますから，２つ目の□の中

にa'と書き入れましょう。第３フレーズ（演奏）これは，

元の節と違う節ですから，３つめの□の中にｂと書き入

れましょう。第４フレーズ（演奏）これは，元の節と似

ていますから，４つ目の□の中にa'と書き入れましょう。

このように，表現の仕方を聴き取って，それに合う記号

を選びましょう。は，始めます。（①一日の終わり　②

ぞうさん　③ぶんぶんぶん　④星の世界　⑤口ぶえふい

て）

　６番，表現の仕方を聴き取りましょう。これから，４

小節の節を弾きます。（電子オルガンで「ふるさと」を

演奏）今の演奏は，節が進むにつれて，アの記号のように，

だんだん強くなるように表現しましたね。練習の□の中

に，アと書き入れましょう。このように，表現の仕方を

聴き取って，それに合う記号を選びましょう。では，始

めます。（①ドレミのうた　②故郷の人々　③とんび　

④駅馬車　⑤もろ人こぞりて）（ア，　　　　　　　　　

イ，　　　　　　　　　　ウ，

エ，　　　　　　　　　　オ，　　　　　　　　　　）

　７番，「あおぞらたかくうたごえひびく」という歌詞

にいろいろな節をつけます。それぞれ１箇所だけ，言葉

と節の感じが合わないところがあります。その小節を見

つける問題です。練習してみましょう。

（歌う）

　３小節目の「うたごえ」（歌う）のところが不自然で

したね。３小節目の（　　）に×印をつけましょう。で

は，始めます。

練習

①

②

③

④　　　　　　　　　　　

⑤

　８番，これから弾く節は途中から節の感じが変わりま

す。（演奏「禁じられた遊び」）短調から長調に変わりま

したね。このように節の感じが短調から長調に変わった

らチ，長調から短調に変わったらタ，長調から日本の節

に変わったらニの記号を書きましょう。では，始めます。

（①夢をのせて　②雪の降る街を　③かっこう　④ファ

ランドール　⑤さあ太陽を呼んで来い）

　９番，ピアノで○○○○○○○Ｖのリズムで和音を弾

きます。答えの欄で，一箇所書いてないところがありま

す。書いてないところの和音はどの和音でしょうか。「ド

ミソ」（ピアノ音）なら１，「ドファラ」（ピアノ音）なら４，

「シレソ」（ピアノ音）なら５，「シレファソ」（ピアノ音）

なら７の数字を書き入れましょう。（全て長調）
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一度，練習してみましょう。（ピアノでⅠ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅰ

を弾く）書かれてないところの和音は「シレソ」でした

ね。練習の欄に５と書きましょう。では，問題に移りま

す。問題は１回だけ弾きます。（１．ⅠⅠⅠⅤ　　　　

２．ⅠⅣⅤⅠ　３．ⅠⅣⅠⅤ　４．ⅠⅠⅣⅠ　　　　　

５．ⅠⅤⅤⅤ７）

　10番，９番と同じやり方です。短調の和音を聴いて「ラ

ドミ」（ピアノ音）なら１，「ラレファ」（ピアノ音）なら４，

「＃ソシミ」（ピアノ音）なら５，「＃ソシレミ」（ピアノ音）

なら７の数字を書き入れましょう。では，始めます。（１．

ⅠⅠⅤⅠ　２．ⅠⅤⅠⅤ　３．ⅠⅠⅣⅠ　　４．ⅠⅣⅤ

７Ⅰ　５．ⅠⅣⅠⅤ）

　11番，４小節の節を弾きます。譜と伴奏をよく聴いて

和音を聴き取り，空いているところに１，４，５，７の数

字を書き入れましょう。一度，練習してみましょう。第

３小節目は「シレソ」の和音，第４小節目は「ドミソ」

の和音でしたね。練習のところに「５１」と書き入れま

しょう。問題は長調と短調の両方出てきます。では，始

めます。２回ずつ弾きます。（①静かに眠れ　②ふるさ

と　③星の世界　④おちば　⑤創作曲）

　12番，主旋律に副次的な旋律を加えて，二重唱や三重

唱をします。響きの不自然な小節がひとつだけあります。

響きの不自然な小節に一つだけ○をつけましょう。一度，

練習してみましょう。響きの不自然な小節は，第２小節

目でしたね。練習のところの「ど　る」のところに○を

ます。（①ふるさと　②星の世界　③エーデルワイス　

④かりがわたる　⑤勇気一つを友にして）

　13番，短い節をピアノで２回ずつ弾きます。楽譜と違っ

た演奏をしている小節の番号に×を付けましょう。では，

練習をしてみます。

（上の楽譜を３秒おいて２回繰り返して弾く）

　今の演奏は，１回目の「ドレミラ」（音程をつけて歌う）

を「ドレミファ」（音程をつけて歌う）と演奏していま

したね。１に×を打ちましょう。では，始めます。（①

創作曲ヘ長調　②創作曲ハ長調　③創作曲ヘ長調　④創

作曲ヘ長調　⑤創作曲ニ短調）

　14番，短い節をピアノで弾きます。その節を五線の上

に音符で書き入れましょう。途中まで書いてありますか

ら，続きを書きましょう。２回ずつ弾きます。では，始

めます。（①創作曲ハ長調・７音中３音記入　②創作曲

ハ長調・７音中３音記入　③創作曲ハ長調・９音中４音

記入　④創作曲ハ長調・７音中５音記入　⑤創作曲ハ長

調・７音中５音記入）

３．音楽調査の結果と考察

　実音による高学年音楽能力テスト（以下，音楽能力テ

スト）を平成21年度後期「音楽科教育法」を履修した学

生に２回（平成21年９月・平成22年１月）実施した。以

下，平成21年９月実施を前調査，平成22年１月実施を後

調査と称する。また，結果の集計と考察を行ったのは平

成20年度入学生で前調査・後調査の２回の音楽能力テス

トと別のアンケート１件計３件に関して全箇所回答した

学生のみとした。男子学生６名と女子学生６名計12名で

あった。　　　

　結果は各項目，個人ともに100点満点で表した。60点

以上であれば，小学校高学年の音楽的能力（音楽的技能）

をまずまず習得したと考えられる。

　結果は表３，表４で示した。男女差が相当あるので男

女別に考察してみたい。

　まず，男子学生の結果から考察してみる。１回目の調

査を平成21年９月28日に実施した。（以下，前調査と称

する）男子学生の平均は50点であった。60点には達せず

厳しい結果となった。中でも和音11.12が33点，リズム１．

２が38点であった。次がリズム３．４の40点，旋律７．８

の53点，和音９.10の54点であった。60点を越えたのは

視唱奏の63点と旋律５．６の69点であった。

　２回目の調査は平成22年１月28日に実施した。調査結

果で最も厳しかったのはリズムの18点であった。他の項

目とかけ離れて低かった。

　項目別の伸長率を高い順に並べると旋律７．８（158％）

→和音11.12（136％）→視奏奏（122％）→リズム３．４
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（120％）→和音９.10（113％）→旋律5.6（93％）→リ

ズム1.2（47％）であった。また，男子学生個人平均点

の上昇率は，ｍ６（151％）→ｍ４（118％）→ｍ２（115％）

→ｍ３（111％）→ｍ１（105％）→ｍ５（85％）の順で

あった。

　男子学生は２年後期の音楽関係の講義や演習で相当努

力した跡が伺える。

　ここで，後調査で一番高得点をあげたｍ２学生の前調

査から後調査への伸長の様子を図示する。

　女子学生の１回目の平均点は69点とまずまずの音楽的

能力を身に付けていた。調査７項目中リズム１．２が51

点と厳しい状態であったが，この項目に関しては，２回

目は45点となり更に厳しい状態となった。特にリズムに

関しては10歳までに反応する力を身に付けておかないと

それ以降は身に付けること自体が非常に厳しいこととな

る。リズム１．２を除く他の６項目については相当音楽

的能力を身に付けていたが，後調査では更に伸長させる

ことができた。

　中でも視唱奏の能力はかなり高い。前調査83点，後調

査87点。女子学生は楽譜を見て歌ったり，楽器を演

奏したりすることは男子学生に比べれば抵抗は少ない。

聴音・記譜も男子学生よりはよくできる。

　項目別の伸長率を高い順に並べるとリズム和音９.10

（129％）→旋律５．６（127％）→リズム３．４（114％）

→旋律７．８（110％）→視唱奏（105％）→和音11.12（99％）

→リズム１．２（88％）であった。また，女子学生個人

平均点の上昇率は，ｆ６（140％）→ｆ２（124％）→ｆ

４（114％）→ｆ１（105％）→ｆ３（102％）→ｆ５（98％）

の順であった。

　女子学生も２年後期の音楽関係の講義や演習で相当努

力した跡が伺える。

表３．調査結果（男子学生）

リズム

１．２

リズム

３．４

旋律

５．６

旋律

７．８

和音

９．10

和音

11.12
視唱奏 個人平均

前　
　

調　
　

査

ｍ１ 53 36 79 30 87 14 9 44

ｍ２ 71 20 43 64 26 53 56 48

ｍ３ 22 36 92 64 87 53 91 64

ｍ４ 36 59 79 48 59 32 71 55

ｍ５ 11 82 79 64 41 14 71 52

ｍ６ 36 8 43 48 26 32 82 39

平均 38 40 69 53 54 33 63 50

後　
　

調　
　

査

ｍ１ 11 59 43 98 41 14 56 46

ｍ２ 11 59 79 91 41 32 71 55

ｍ３ 22 36 92 98 96 70 82 71

ｍ４ 22 59 79 91 41 84 82 65

ｍ５ 22 36 13 64 74 14 82 44

ｍ６ 22 36 79 64 74 53 87 59

平均 18 48 64 84 61 45 77 57

図１　ｍ２学生の伸長（■前調査　■後調査）

　女子学生の結果を考察してみる。２回の調査時期は男

子学生と同じである。

表４　調査結果（女子学生）

リズム

１．２

リズム

３．４

旋律

５．６

旋律

７．８

和音

９.10

和音

11.12
視唱奏 個人平均

前　
　

調　
　

査

ｆ１ 36 82 79 91 96 89 82 79

ｆ２ 96 36 63 81 41 84 100 72

ｆ３ 71 100 92 100 74 70 100 87

ｆ４ 71 59 27 64 59 53 71 58

ｆ５ 22 82 92 100 96 84 87 80

ｆ６ 11 59 43 1 41 70 56 40

平均 51 70 66 73 68 75 83 69

後　
　

調　
　

査

ｆ１ 71 94 43 98 96 94 87 83

ｆ２ 53 99 100 81 99 89 100 89

ｆ３ 53 94 100 98 87 94 97 89

ｆ４ 22 94 79 91 59 32 87 66

ｆ５ 46 62 100 100 100 53 82 78

ｆ６ 22 36 79 14 87 84 71 56

平均 45 80 84 80 88 74 87 77
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　ここで，後調査で一番高得点をあげた二人の女子学生

（ｆ２，ｆ３）の前調査から後調査への伸長の様子を図

示する。

　図から男子児童は特に音楽活動に大変苦しい思いをし

ているのが読み取れる。何とか６学年の音楽活動につい

ていこうとするには60点は必要かと思われる。

　次に，Ｓ小学校６年生７）児童と本学学生とを比較し

たものが図４である。

図２－１　ｆ２学生の伸長（■前調査　■後調査）
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図２－２　ｆ３学生の伸長（■前調査　■後調査）
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４．小学生との比較

　今回の調査と同じものを過去Ｏ市内のＫ小学校６）６

年生とＳ小学校６年生に実施したことがあるので比較し

てみたい。まず，Ｋ小学校６年生男女児童と本学学生と

を比較したのが図３である。Ｋ小学校は小規模校である。

調査できたのは，６年生男子児童６名と女子児童11名で

あった。

44 45
50 52 50

57

69
77

男子児童 女子児童 男子学生 女子学生

図３　Ｋ小学校６年生との比較（■前調査　■後調査）
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男子児童 女子児童 男子学生 女子学生

図４　Ｓ小学校６年生との比較（■前調査　■後調査）

　Ｓ小学校は平成14年度に中国・四国音楽教育研究指定

校小学校部会の授業公開校となった小学校である。

　６年生は３クラスという中規模小学校である。平成14

度に音楽科の公開授業を行った学校であるが，音楽科の

授業研究は平成12年度から計画的に実施されていた。学

校中の職員が一丸となって音楽科授業研究に取り組んで

いた。筆者は平成13年と平成14年度に６年生で本学学生

に実施したと同調査を行った。比較してみるとわかるこ

とであるが，児童の方が学生よりもいわゆる音楽の３要

素と言われるリズム，メロディ，ハーモニーといった基

礎的な音楽的能力は小学生時代（出来れば10歳頃まで）

にきちんと身に付けさせておけば，その人は一生音楽活

動をするのにまず困ることはない。

　小学校では国語科とか算数科の授業研究はさかんに行

われているが，こと音楽科の授業研究は数十年に一度で

も行われればよい方である。

　何も音楽科の授業研究が行われなくても，その小学校

に勤務する教員が同じ意識で音楽科授業に取り組むだけ

でもその小学校の児童の持つ音楽的能力を発達させるの

である。岡山県下の小学校では，9年か10年に一度くら

い音楽科の授業研究に取り組む学校が数校あるというの

が現状である。
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５．音楽科教育法アンケートとの比較

（１）音楽活動，音楽科授業への自信

　今回，音楽能力テストを実施した男子学生６名女子学

生６名計12名に音楽科教育法（小学校）アンケート（３

種類）を実施した。音楽能力テスト・音楽科教育法アン

ケートの結果を比較してみる。

　はじめに，音楽科教育法アンケートⅠは次である。

表５．アンケートⅠ

　あなた自身のことについてお尋ねします。各項目について（基準）

４：とてもそう思う　３：まあそう思う　２：あまりそう思わない

１：とてもそう思わない　にならって，４～１のいずれかの番号を

○で囲んでください。

１．音楽活動には自信がある。　　　　　　　　　　　　４３２１

２．ピアノ伴奏みは自信がある。　　　　　　　　　　　４３２１

３．歌唱には自信がある。　　　　　　　　　　　　　　４３２１

４．小学校（低学年）で音楽の授業をする自信がある。　４３２１

５．小学校（中学年）で音楽の授業をする自信がある。　４３２１

６．小学校（高学年）で音楽の授業をする自信がある。　４３２１

　回答は４．３．２．１のいずれかに○印が付けられてい

た。いずれの回答であっても25倍して100ポイントとし

て集計した。

　男子学生の平均点は１番58ポイント，２番42ポイン

ト，３番58ポイント，４番42ポイント，５番38ポイント，

６番38ポイントであった。男子学生の中で得点の一番高

かった人はｍ３であった。

　学生ｍ３の得点は１番100ポイント，２番75ポイント，

３番100ポイント，４番75ポイント，５番75ポイント，

６番75ポイントであった。

　女子学生の平均点は１番54ポイント，２番54ポイン

ト，３番63ポイント，４番58ポイント，５番50ポイント，

６番50ポイントであった。女子学生の中で得点の一番高

かった人はf2であった。

　学生ｆ２の得点は１番100ポイント，２番100ポイント，

３番75ポイント，４番100ポイント，５番100ポイント，

６番100ポイントであった。

　男女とも一番ポイントの高かった人を除けば小学校で

音楽の授業をする自信のある人は殆どいない。

（２）　歌唱への自信

　次に，音楽科教育法アンケートⅡに関して述べる。

表６．アンケートⅡ

　あなた，小学校の歌唱共通教材曲８）（各学年４曲，全学年24曲）

を「歌唱する」並びに「ピアノ伴奏する」自信についてお尋ねしま

す。各曲について４：とても自信がある　３：まあ自信がある　２：

あまり自信がない　１：とても自信がないにいずれか一つ○印を付

けてください。

１．うみ　２．かたつむり　３．日のまる　４．ひらいたひらいた

５．かくれんぼ　６．春がきた　７．虫のこえ　８．夕やけこやけ

９．うさぎ　10.茶つみ11.春の小川　12.ふじ山　13.さくらさくら

14.とんび　15.まきばの朝　16.もみじ　17.こいのぼり

18.子もり歌　19.スキーの歌　20.冬げしき　21.越天楽今様

22.おぼろ月夜　23.ふるさと　24.我は海の子

　回答は４．３．２．１のいずれかに○印が付けられて

いた。いずれの回答であっても25倍して100ポイントと

して集計した。

　男子学生の「歌唱」に関する自信の度合いの各曲の平

均点は，１（うみ）50ポイント，２（かたつむり）46ポ

イント，３（日のまる）38ポイント，４（ひらいたひら

いた）50ポイント，５（かくれんぼ）38ポイント，６（春

がきた）58ポイント，７（虫のこえ）50ポイント，８（夕

やけこやけ）55ポイント，９（うさぎ）50ポイント，10

（茶つみ）46ポイント，11（春の小川）50ポイント，12（ふ

じ山）42ポイント，13（さくらさくら）50ポイント，14（と

んび）46ポイント，15（まきばの朝）42ポイント，16（も

みじ）42ポイント，17（こいのぼり）55ポイント，18（子

もり歌）38ポイント，19（スキーの歌）38ポイント，20

（冬げしき）38ポイント，21（越天楽今様）38ポイント，

22（おぼろ月夜）42ポイント，23（ふるさと）50ポイン

ト，24（我は海の子）50ポイントであった。男子学生全

体に関して，24曲の平均は46ポイントであった。

　男子学生の中で得点の一番高かった人はｍ３であっ

た。学生ｍ３の得点は全て75ポイントと高いものであっ
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た。

　男子学生はｍ３の人を除くと小学校音楽科授業（児童

の前）で何とか歌唱できそうな曲は24曲中１曲「春がき

た」（小学校２学年の共通教材曲）であろうか。

　女子学生の「歌唱」に関する自信の度合いの各曲の平

均点は，１（うみ）67ポイント，２（かたつむり）71ポ

イント，３（日のまる）50ポイント，４（ひらいたひら

いた）63ポイント，５（かくれんぼ）58ポイント，

　６（春がきた）71ポイント，７（虫のこえ）58ポイ

　ント，８（夕やけこやけ）75ポイント，９（うさぎ）

67ポイント，10（茶つみ）58ポイント，11（春の小川）

67ポイント，12（ふじ山）50ポイント，13（さくらさく

ら）75ポイント，14（とんび）58ポイント，15（まきば

の朝）50ポイント，16（もみじ）55ポイント，17（こ

いのぼり）75ポイント，18（子もり歌）58ポイント，19

（スキーの歌）42ポイント，20（冬げしき）42ポイン　ト，

21（越天楽今様）42ポイント，22（おぼろ月夜）55

　ポイント，23（ふるさと）75ポイント，24（我は海

の子）55ポイントであった。女子学生全体に関して，24

曲の平均は60ポイントであった。

　女子学生の中で得点の一番高かった人はｆ２であっ

た。学生ｆ２の得点は平均で89ポイントと高いもので

あった。

　女子学生で小学校音楽科授業（児童の前）で何とか歌

唱できそうな曲は24曲中15曲と思われる。挙げてみれば

次のようになろうか。

　小学校１学年の共通教材曲＊以下は学年表記のみ，「う

み」「かたつむり」「ひらいたひらいた」，２学年「かく

れんぼ」「春がきた」「虫のこえ」「夕やけこやけ」，３学

年「うさぎ」「茶つみ」「春の小川」，４学年「さくらさくら」

「とんび」，５学年「こいのぼり」「子もり歌」，６学年「ふ

るさと」であろうか。低・中学年から高学年へと学年が

上がるに従って自信をもって歌える教材曲が減少する。

（３）　ピアノ伴奏への自信

　男子学生の「ピアノ伴奏」に関する共通教材曲24曲の

自信の度合いを尋ねた。６名中５名が24曲全部について

「とても自信がない」という最低の評価をした。なお，

一人ｍ３の学生のみ24曲中22曲について「まあ自信があ

る」（75ポイント）のかなり高い評価をした。曲名を挙

げてみると次のようになった。

　１学年「うみ」「かたつむり」「日のまる」「ひらいた

ひらいた」，２学年「かくれんぼ」「春がきた」「虫のこえ」

「夕やけこやけ」，３学年「うさぎ」「茶つみ」「春の小川」

「ふじ山」，４学年「さくらさくら」「とんび」「まきばの

朝」「もみじ」，５学年「こいのぼり」「子もり歌」「スキー

の歌」，６学年「おぼろ月夜」「ふるさと」「我は海

の子」である。

　女子学生で小学校音楽科授業（児童の前）で何とか伴

奏できそうな曲は24曲中４曲と思われる。挙げてみれば

次のようになろうか。

　小学校１学年の共通教材曲＊以下は学年表記のみ，「か

たつむり」４学年「さくらさくら」５学年「こいのぼり」

６学年「ふるさと」であろうか。

　女子学生もピアノ伴奏では，大変に苦労をしているこ

とが伺える。なお，一人ｆ２の学生のみ24曲中16曲とと

ても自信をもってピアノ伴奏ができると回答している。

ちなみに，曲名を挙げてみると次のようになった。

　１学年「うみ」「かたつむり」「日のまる」「ひらいた

ひらいた」，２学年「かくれんぼ」「春がきた」「虫のこえ」

「夕やけこやけ」，３学年「うさぎ」「茶つみ」「春の小川」

「ふじ山」，４学年「さくらさくら」「とんび」「まきばの朝」，

６学年「おぼろ月夜」「ふるさと」「我は海の子」である。

女子学生も１名を除いてピアノ伴奏では相当の苦労をし

ている。

（４）　小学校時代に受けた音楽科授業への満足度

　最後に，音楽科教育法アンケートⅢに関して述べる。

　学生に小学校時代に受けた音楽科授業への満足度に関

してアンケートを実施した。男子学生と女子学生とで大

きな差がでた。100ポイントを最高評価として実施して

みた。結果，男子学生の満足度は53ポイント，女子学生

は89ポイントであった。

　何故このようになるのか。筆者は次のように考える。

　現在の小学校の音楽科授業担当者は児童に音楽活動を

させる場合に「技」ばかり要求する。例えば，「今歌っ

た旋律はもげているよ。もっと音程正しく歌いなさい!」

とか「今歌ったハーモニーは濁っていたよ。もっときち

んとハモリなさい!」とか「リズムは４拍子よ。途中４

拍子じゃないところがあったよ!」等出来の悪いところ
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を連発する。

　山本弘は小学校の音楽科授業に関して，次のように述

べている。「（音楽活動するに必要な音楽的基礎能力とし

てのリズム，メロディ，ハーモニーに自在に反応する）

力の上に（自在，即座に音楽表現できる）技はのる。技

の上には力はのらない」９）正に，山本が述べる通り，

今の児童に付けてやらなければならないのは「音楽する

力」即ち音楽の三要素であるリズム，メロディ，ハーモ

ニーに即座に自在に反応できる「音楽する力」であろう。

「力」も育てていないところに「（表現としての）技（リ

ズム，メロディ，ハーモニーに即座に反応すること）を

かけろ!」といっても無理である。

　この「音楽する力」を付ける時期は先述したように10

歳頃まで，つまり小学校の中学年の頃までにである。そ

れ以降は「力」を付けるのは非常に難しい。

　小学校低中学年頃までにリズム，メロディ，ハーモニー

に即座に反応できる力を付けてもらった児童は幸いであ

る。「音楽する力」を付けてもらった児童だけが音楽科

の授業で充実感を持てるのである。高学年男子児童が音

楽科の授業を嫌がるのは「音楽する力」を付けてもら

っていないからである。

５．実践現場からの要望

　小学校現場の音楽科授業担当教員は大学教育（小学校

音楽科教育法やピアノレッスン等の音楽の演習等）に何

をどの程度求めているのであろうか。

　筆者は2009年８月，岡山県備前市立小学校音楽科担当

教員９名（全員女性）にアンケートを実施した。

　小学校教員になるために大学では次の科目を何単位履

修すればよいかに関してである。演習は90分を15回で１

単位とした。講義は90分を15回で２単位とした。大学で

学生が履修してほしい単位数は９名の平均を表している。

　もしも実践現場の教員が望んでいることを，大学で履

修すれば，音楽関係の講義や演習は中学校教員二種免許

状（音楽）が取得可能なくらいの単位数となる。

　しかしながら，小学校教員免許を取得する課程では，

こんなにも多くの音楽関係の単位を組み込むことは不可

能である。

　結論からいえば，やはり小学校の音楽科授業の充実し

かないと思う。小学校中学年までに音楽的基礎能力の最

大限の伸長を図るしか方法はないと思われる。
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表７．現場教員による大学で履修してほしい単位数

科　　目 単 位 数 科　　目 単 位 数

ピ ア ノ 6.7 楽 曲 鑑 賞 2.4

独 唱 3.8 楽 典 2.7

合 唱 5.1 音楽科教育法 3.3

合 奏 5.1






